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来月１０月から１２月まで、ＪＲグループと「おいでませ山口観光キャンペーン

推進協議会」主催により、「山口デスティネーションキャンペーン（以下、山口 

ＤＣ）」が開催され、県内各地で関係団体による多様な取組が実施されます。 

本市におきましても、観光誘客の更なる促進を図るため、ＪＲや県、観光関係

団体、事業者の皆様と連携しながら、大都市圏への積極的なプロモーションを

実施するとともに、市内各地で多彩なコンテンツを展開してまいります。 

 

１．山口ＤＣ期間中の誘客プロモーションの実施 

 県等が主催されるＰＲイベントに参加し、プロモーションを実施します。 

 

（１）山口ＤＣオープニングイベント 

   日時：令和８年１０月３日（土） 

   会場：新山口駅 

 

（２）やまぐち Hａｐｐｉｎｅｓｓフェスタ 2026 

   日時：令和８年１０月３日（土）～４日（日） 

   会場：三軒茶屋ふれあい広場（東京都） 

 

（３）ＰＲイベント[広島会場] 

   日時：令和８年１０月１０日（土）～１１日（日） 

   会場：広島駅 

 

【既に実施済みのＰＲイベント】 

○ＰＲイベント[福岡会場] 

   日時：令和８年９月１２日（土）～１３日（日） 

   会場：イオンモール福岡（福岡県糟屋郡粕屋町） 

○ＰＲイベント[大阪会場] 

   日時：令和８年９月１９日（土）～２３日（水・祝） 

   会場：大阪駅 

件 名： 
山口デスティネーションキャンペーン（山口ＤＣ）期間中に 

本市で展開される主な取組について 

担当課： 

１～３の取組に関すること  

交流創造部観光交流課 （電話：083-９３４-２８１０） 

３の取組（実証実験）に関すること 

都市整備部都市計画課 （電話：083-934-2831） 

（様式４） 
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２．山口ＤＣ期間中に本市で展開される観光コンテンツについて 

  本市では、山口ＤＣ本キャンペーン期間中、市域における「歴史・文化」、 

「食」、「体験」などの魅力を生かした多彩なコンテンツを展開いたします。 

  詳しくは、別紙チラシを御参照ください。 

 

 

３．観光情報発信・交流スペース「ekＩRECO（エキレコ）」の開設について 

 

 山口ＤＣ期間中に本市を訪れる観光客へのおもてなしを図るため、ＪＲ 

山口駅１階の旧店舗スペースを整備し、駅周辺の観光案内地図や観光情

報の展示を行う観光情報発信スペースを開設することで、市内周遊の促

進を図ります。 

併せて、「山口市まちなかウォーカブル推進ビジョン」に基づく中心市街

地等への周遊促進の取組の一環として、山口大学との連携の下、駅の拠

点性及び滞在環境の更なる向上を図る観点から、当該スペース内の利用

状況や必要性を検証する実証実験を行います。 

 

（1）  開所期間 

令和８年１０月９日(金)から令和９年１２月下旬まで 

※実証実験については、令和８年１２月２７日（日）まで 

 

（２） 開所時間 

   ９時３０分から１７時３０分まで 

   ※１１月中旬以降、利用状況等を検証するため、開所時間を一部変更する

予定です。詳細については、決定次第、入口への掲示等により周知しま

す。 

 

（３） 実施内容 

・ 山口駅周辺の観光マップの設置 

・ 大内文化やその史跡に関する展示 

・ 大内塗や外郎等、本市の伝統的な産品に関する展示 

・ 駅の拠点性や滞在環境の向上に係る実証実験の実施 

（段階的にテーブルや椅子等の什器を設置） 
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 ※「ekIRECO」について 

当該スペースの名称「ekIRECO」は、山口大学の学生が考案したもので、 

ＪＲ山口駅の「Eki」と空間を構成する「入れ子（Ireko）」を組み合わせた名称

です。 

「Ireko」の「K」を「C」に変えた表記には、「Record（記録）」や

「Recommend（発信・すすめる）」をはじめ、「Re（もう一度）」、「Co（共に）」

といった意味が込められています。 

また、学生の学びや地域の魅力がこの場所に蓄積され、それらが観光客や

地域住民の皆様へと広がっていく拠点となるよう願いが込められています。 

【活用のイメージ図】 

観光情報発信 

（正面から見て左側） 

テーブルや椅子等を設置 

（正面から見て右側） 



「貴婦人」C57復活！
SLやまぐち号 
JR新山口駅から津和野駅までを約２時間
でつなぐ現役の蒸気機関車。旧型客車を
再現したレトロな乗車空間に包まれなが
ら、昔の汽車旅の気分を満喫できます。

■期 主に土日祝（運転日要確認） ■￥ 乗車区間により異なる ■予 
乗車１か月前の１０：００から主なJRみどりの窓口・旅行会社・
JR西日本のインターネット予約サービス「e5489」で購入可能 
■問 JR西日本 0570-00-2486

SLやまぐち号
公式ホームページ

山口市の学校給食発祥の「チキンチキンごぼう」。今や給食
にとどまらず県内のレストランや居酒屋で提供されるなど、
山口市の新たなソウルフードとして知られています。
ＤＣ期間には山口県のお酒とアレンジチキンチキンごぼうを
楽しめるイベントのほか、豪華景品が当たるスタンプラリーを
実施します。

山陽路随一の湯量を誇る
「湯田温泉」。
クレンジング効果のある肌
に馴染むアルカリ性の高い
温泉で、美肌の湯と呼ばれ
ています。また全国的にも
珍しい「まちなか温泉」であることも特徴で、たくさんの温泉宿が立ち並ぶ湯田
温泉周辺には、約300軒の飲食店が軒を連ねています。

湯田温泉のまち歩きに役立つ情報を発信。館内には３種類の足湯とカフェを
併設。足湯を楽しみながら山口県の地酒やスイーツを楽しんでください。

湯田温泉

飲食店
情報▼

宿泊施設
情報▼チキンチキン

ごぼう

山口市の
ソウルフード

期 間 １０月１７日（土）１１：００～１７：００

場 所 湯田温泉こんこんパーク
（山口市湯田温泉５丁目２－１５）

チキンチキンごぼう

大集合！
～食べて、飲んで、山口めぐり～

新幹線でのアクセス

博多駅

広島駅

約35分

約30分

鹿児島中央 約2時間

名古屋駅 約2時間45分

約4時間20分東京駅

約1時間20分角島大橋

萩の城下町 約1時間

秋吉台・秋芳洞 約30分

唐戸市場 約1時間

防府天満宮 約40分

錦帯橋 約1時間30分

唐戸市場

錦帯橋

防府天満宮

角島大橋

萩の城下町

秋吉台/秋芳洞

新下関駅

厚狭駅

徳山駅

新岩国駅

新山口駅

湯田温泉駅

山口市

約20分新山口駅 湯田温泉駅

交通アクセス交通アクセス
山口県の旅は山口市を拠点に！

新
山
口
駅

電車でのアクセス

車での各地への所要時間（湯田温泉から）

コロガル
べびべび 

in 新山口駅 ３歳以下の遊び場が駅に登場！

日　時：10/3 ～ 11/29の土日祝
場　所：新山口駅南口１階周辺エリア
問合せ：山口情報芸術センター【YCAM】
　　　   083-901-2222

山口DC期間中、特別に御開帳を実施。濡れ縁
に上がり、塔内の秘仏を拝観できる貴重な体験
をご提供します。普段立ち入ることのできない場
所から国宝瑠璃光寺五重塔の魅力に触れます。

■期 10/3（土）・17（土）・24（土）・31（土）、11/3（火・祝）・7（土）・14
（土）・28（土）、12/5（土）・12（土）/10：00、11：00、14：00、15：00
（所要時間30分） ■￥ 1,700円/名 ■人 ２～15名 ■駐 あり ■住 山口市香山町7-1 
■交 JR山口駅からバスで約5分「県庁前」下車、徒歩10分 ■問 サンデン旅行
仕入企画部 083-263-3348 ■予 11日前までに要予約 ■備 現地ガイドあり

国宝 瑠璃光寺五重塔の
秘仏を御開帳
静寂の特別拝観体験

る　  り    こう    じ     ご  じゅうのとう

大内文化の最高傑作と称され日本三名塔のひとつに数えられる国宝瑠璃光寺
五重塔。約70年ぶりの大改修を終えた優美な姿をご覧いただけます。

国宝 瑠璃光寺五重塔

国宝特別拝観から始まる
地元ガイドと辿る山口の歴史散策

山口市ふるさと大使
石川 佳純さん

■期 10/3・17・24・31、11/7・14・28、12/5・
12 いずれも土曜日１３：００（所要時間2時間
30分） ■￥ 3,000円/名 ■人 ２～10名 ■駐 あり ■交 
JR山口駅からバスで約5分「県庁前」下車、
徒歩10分 ■問 サンデン旅行仕入企画部　
083-263-3348 ■予 11日前までに要予約

―おいでませ西の京やまぐち―

山口ＤＣ期間の
見どころをご紹介！



night contents
ナイトコンテンツ

室町時代の画聖・雪舟が築いたとされ
る、名勝「常栄寺雪舟庭」が、秋の夜長
に幻想的な光に包まれます。
雪舟が全国を旅した軌跡を、移ろう色彩
を光と音楽の演出で表現します。本堂か

ら眺める庭園は、まるで一幅の絵画を切り取ったかのような静謐な美しさを湛え、訪
れる人を幽玄の世界へと誘います。池水に反射する色鮮やかな光が作り出す、特別な景色は必見です。
本堂内では、雪舟の傑作「国宝四季山水図巻（山水長巻）」の紹介動画も放映され、その深い世界観を
ゆったりとご鑑賞いただけます。

■期 10月10日（土）～11月23日（月・祝）の土日祝、18：00～21：00（最終入場20：30） ■￥ 当日券（共通）
1,300円、オンラインチケット（大人）1,100円（中高生）900円、小学生以下無料 ※団体割引20名以上１
割引（割引クーポン付） ■人 １～100名 ■駐 大型バス・普通車有り（無料）※大型バスの場合要予約 ■住 山口
市宮野下2001-1 ■交 JR山口駅から車で約10分 ■問 （一財）山口観光コンベンション協会 083-933-0088 ■予 
不要 ■備 20名以上で平日貸切可能

常栄寺雪舟庭 秋のライトアップ
～光と音で描く雪舟の世界～

じょう   えい     じ      せっ  しゅう   てい

アメリカのニューヨーク・タイムズ紙で紹介
された場所を中心に、山口市の町並みをガ
イドを聴きながら巡ってみましょう。

■期 火曜日、年末年始を除く、10：00（JR山口駅集合）（所要時間約
３時間）■休 土日祝日・年末年始 ■￥ 3,000円（１名） ■人 １～10名 ※
団体は別途相談 ■駐 無し ■住 JR山口駅集合 ■問 （一財）山口観光コン
ベンション協会 083-933-0088 ■予 要予約（５日前まで）

やまぐち まち歩き
ガイドツアー

４つのコースを設定し、土日・祝日には参加
費500円でガイドが見どころを案内します。

■期 通年 ■￥ ［萩往還ガイドウォーキング］
１団体（２～10名）あたり6,000円～11,000円［石州街道ウォー
ク］１名500円～1,000円 ■住 山口市・萩市・防府市 ■問 やまぐち萩
往還語り部の会事務局 083-920-3323 ■予 １週間前まで ■備 警報発
令や猛暑日は中止

萩往還ガイドウォーキング／
やまぐち萩往還語り部の会

はぎ  おう  かん

幕末維新の志士が活躍した歴
史の舞台である湯田温泉界隈
の飲泉・手湯・足湯等を体験し
ながら散策するツアー。湯田温
泉の老舗旅館「松田屋ホテル」
では庭園等を案内しながら、山
口の歴史をお話します。

■期 10月～１２月の毎週日曜日（12/27は実施無し）10時
～ 12時 ■￥ １０００円/1名 ■人 1組２～１０名程度  ■問 萩往
還語り部の会 083-920-3323 ■予 7日
前までに要予約 ■集 湯田温泉観光回遊
拠点施設「狐の足あと」（山口市湯田温
泉二丁目１－３）■交 ＪＲ湯田温泉駅下車徒
歩１０分

白狐が
見つけた
湯田温泉
ガイド

山口市の北東部・徳地地域に点在する歴
史と趣のある神社仏閣を巡ることのできる
マップの配布（約30か所の社寺掲載）と、
徳地和紙を使ったオリジナル御朱印帳の
販売を行います。 ※御朱印は約10か所の
社寺で頒布

※御朱印の頒布が可能な時期・時間帯、料金は社寺により異なりますので、
直接お問い合わせください。
■住 山口市徳地地域内 ■問  （一財）山口観光コンベンション協会徳地
支部 080-2916-8878

徳地の社寺巡り
とく　ぢ

京の陰陽師もお墨付き！かつて大内氏が風水（四神相応）に基
づいて築き上げた「西の京・山口」。今もまちを守護する「四神」
と「黄龍」の５大パワースポットを巡る特別スタンプラリーを開
催！歴史ある「ふくの地」を旅して、最高の運気を集めに行こう！

■期 10月～12月 ■￥ 冊子購入100円 ■問 シビックプライド醸成に繋が
る歴史文化遺産活用推進協議会（受付時間：平日8：30～17：00）
083-925-2300〔山口商工会議所内〕 ■備 スタンプ押印可能時間は
施設によって異なります。

風水の地やまぐち
～開運！ふくの地めぐり旅～

山口市に伝わる伝統工芸
の一つで、大内塗の箸づ
くりを体験できます。

※山口ふるさと伝承総合センターは 土日祝日も開館 ※大内塗の
箸作り体験は原則平日のみ
■期 10：00～16：00（所要時間30～60分） ■休  ８月14日～16
日、12月29日～１月５日 ■￥ 2,000円（税込）/1名 ■人 １組50名
まで（それ以上は応相談） ■駐 施設内20
台程度 別に２カ所あり(無料)各２０台程
度 ■住 山口市下竪小路12 ■交 JR山口駅か
ら徒歩25分 ■問 山口ふるさと伝承総合セ
ンター 083-928-3333 ■予 前日までに予約

時を超えてよみがえる
歴史絵巻将軍体験
ツアー！

大内塗の
箸づくり体験

おお  うち  ぬり

寺の裏手にはコロナ終息を願って
製作された約６mの令和大仏があ
り、ワークショップで制作するオリジ
ナルミニ大仏を、令和大仏をかた
ちづくる一部分として奉納できます。

■期 8：00～17：00（所要時間は約２時間） ■休 行事等があ
る場合はお休み ■￥ 500円 ■人 １組５名程度まで ■駐 30台程
度 ■住 山口市水の上町5-27 ■交 JR山口
駅から車で10分、ＪＲ山口駅からバスで
約５分、「県庁前」下車、徒歩１０分 ■問 
洞春寺 083-922-1028 ■予 １日前までに
要予約

洞春寺 ミニ大仏
ワークショップ

とう  しゅん  じ

将軍役として、将軍一行のエ
キストラを引き連れての御成
行列の体験ができます。「大内
御膳」付き。

■期 通年 ■￥ 130万円 ※伝統芸能の鑑賞および大内御膳
なしで御成行列のみであれば80万円 ■人 １組程度 15名ま
で（最少催行人員１組２名） ■駐 65台（無
料） ■住 山口市内 ■交 JR山口駅からバスで
野田学園前バス停下車、徒歩２分■問 山口
観光コンベンション協会 083-933-0088 
■予 要予約（２ヵ月前まで）

山口市阿東地区は西日本最大級のりんご産地。８月から12月にか
けてさまざまな品種が登場し、旬のりんごを楽しめます。

■期 ９月中旬～11月頃  10：00～16：00 ■休 不定休 ■￥ りん
ご飴１個 2,500円（りんご飴作り体験料・りんご園入場料
込） ■人 １～５０名 ■駐 無料 ■住 山口市阿東徳佐・地福 ■交 小
郡ICから車で約１時間、鹿野
ICから車で約30分 ■問 （一財）
山口観光コンベンション協会阿
東支部 083-956-2526（平日
９：００～１７：００） ■予 １週間前

山口DCにあわせ、県内初のりんご飴作り体験
を行います。SNS映えするあなただけのオリ
ジナル飴を、見て、食べて、お楽しみください。

りんご飴作り体験
阿東

りんご
狩り

山口市菜香亭は、明治10年(1877)近代日本の創生と共に始まり、120年以上も営まれた
山口の迎賓館・料亭「祇園菜香亭」を平成16年(2004)に移築復元したものです。
山口県出身総理大臣8名を含む多くの政治家・文人の扁額や、明治・大正・昭和の歴史を
随所に残す空間が、山口市の観光及び文化交流拠点として甦り、日々 新たな歴史を継いで
います。

山口の迎賓館

【 観 覧 時 間 】 午前9時から午後5時
　　　　　　　（入館は午後4時30分まで）
【貸館受付時間】 午前9時から午後5時
【貸館利用時間】午前9時から午後10時

■休 火曜日（火曜日が祝日の場合
は、翌平日）と12月29日から1月
3日 ■問 083-934-3312（9：00～
16：30） ■住 山口市天花１丁目２－７

着物体験
プラン
（２名～）
美しい着物を着
て、優雅な日本
文化を体験

①人力車あり 18,000円/人（1日限定2～10名）
②人力車なし 13,000円/人

山口市菜香亭
「山口古図」を歩く
大内氏時代の山口を描いたとされる
「山口古図」を片手に、現在の町を
歩いてその面影を見つけませんか。

■期 ①まちなかコース：10/17（土）  ②北
山コース：10/25(日)   ③大内館コース：
11/22(日)8:40集合 12時解散予定 ■￥ 
①5,000円 ②3,000円 ③3,000円（保
険料・体験料・大内文化ＤＶＤ含む） ■人 
各コース先着15名 ■問 山口市菜香亭 
083-934-3312 ■予 7日前までに要予約

■期 １０月３１日(土)、１１月１日(日)、１７：３０～２０：００ ■休  雨天中止の場
合有り ■￥ 入場無料 ■駐  一般：有り、大型バス：可 ■住  山口市香山公園
（山口市香山町7-1） ■交  JR山口駅からバスで約５分、「県庁前」下車、
徒歩10分 ■問  大路ロビー 083-920-9220

山口ゆらめき回廊
瑠璃光寺五重塔のある香山公園に、キャンドルライト
が灯され幻想的な雰囲気が演出されます。

■期 2026年10月12日（祝・月） ■住  山口市天花1-1-2 野田神社能楽
堂■交  JR山口駅から徒歩20分、JR上山口駅から徒歩15分 ■問  山口薪
能実行委員会（野田神社） 083-922-0666

山口薪能は、毛利家が奉納した野田神社能楽堂に
て、平成３年から定期的に開催されてきており、本格
的な能楽堂で能楽の舞台を観覧することができます。

やま   ぐち  たきぎ  のう

山口薪能

甲冑体験
プラン
（２名）

本格的な甲冑を
着て武将気分
を体験

18,000円/人

食事
プラン
（２～１０名）

中世の味覚を楽
しむ大内御膳を
ご用意

8,500円/人

山口の秋を満喫する 
菜香亭

特別体験プラン
10/15・18・22・25・29
11/1・12・15・19・22・26・28
12/3・6

開
催
日

山口を深く楽しむ

知ればもっと好きになる

あなただけの山口旅

山口市菜香亭
さい こう てい
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この機会に、取材や記事掲載にご協力いただけますよう、よろしくお願い申し上げます。

［お問い合わせ］
山口情報芸術センター［YCAM］学びと共創課　広報担当
〒753-0075 山口県山口市中園町7-7
TEL：083-901-2222　メールアドレス：press@ycam.jp　ウェブサイト：www.ycam.jp
取材に関するお問い合わせ、プレス用写真等ご入用の方は上記までご連絡ください。

「コロガル公園シリーズ」が3歳以下の子どもを対象に新山口駅構内に新登場！
触れる、動く、聴くといった感覚・身体体験を促す小さな仕掛け

山口情報芸術センター［YCAM］では、山口市、西日
本旅客鉄道株式会社（JR西日本）、公益財団法人山口
市文化振興財団の主催により、2026年10月3日（土）
から11月29日（日）までの土・日・祝日に、「コロガ
ルべびべび in 新山口駅」を開催します。
本企画は、2026年秋に展開されるデスティネーショ
ンキャンペーン（DC）の開幕に合わせ、新山口駅を
訪れる人々や地域の親子に向けて実施するもので
す。子どもたちが自ら遊びを生み出す環境として
YCAMが開発してきた「コロガル公園シリーズ」を、
3歳以下の子どもとその保護者に向けて再構成し、
新山口駅南口（新幹線口）1階周辺エリアに期間限定
の遊び場として展開します。人工芝をベースにした
空間に、さまざまな形状の造作物や、触れる、動く、
音を聴くといった感覚・身体体験を促すメディア的
な仕掛けを組み合わせます。決められた遊び方をた
どるのではなく、子ども自身が周囲の環境に働きか
けながら、それぞれの遊び方を見つけていきます。
本企画を通じて、新山口駅を単に通過する場所では
なく、親子が立ち止まり、遊びながら時間を過ごせる
場所としてひらきます。駅空間に新たなにぎわいを

イベント

2026年10月3日（土）～11月29日（日）の土・日・祝
新山口駅南口（新幹線口）１階周辺エリア（山口市小郡令和1丁目）

コロガルべびべび in 新山口駅

2026年9月10日プレスリリース

山口情報芸術センター［YCAM］

「コロガルべびべび in 新山口駅」イメージCG図
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開催概要

コロガルべびべび in 新山口駅

2026年9月プレスリリース

2026年10月3日（土）～11月29日（日）の土・日・祝
10:00～15:00　※12:00～13:00は閉場
新山口駅南口（新幹線口）１階周辺エリア
（山口市小郡令和１丁目）
入場無料
対象年齢：3歳以下
※必ず保護者の方（ 18歳以上）が同伴し、お子さまから目を離さ
ないでください。会場スタッフ（プレイリーダー）は遊びのサポー
トを行いますが、保育・託児は行いません。お子さまの安全管理は
保護者の方にお願いしています。
※混雑時は入場制限を行う場合があります。

イベント

主催：山口市、西日本旅客鉄道株式会社、公益財団法人山口市文化振興財団
企画制作：山口情報芸術センター［YCAM］

なお、本企画は山口市、山口商工会議所、森ビル都市企画株式会社、ＪＲ西日本の４者に
よる「新山口駅周辺におけるにぎわいの創出と地域活性化に向けた連携協定」（令和８年
３月締結）に基づく取組の一環として実施するものです。

＜報道関係者の方々へ＞
開催初日の10月3日（土）10:00～13:00の期間にて、企画担当者
が現地にて控えております。取材対応いたしますので、是非この機会に
ご取材いただけますようお願いいたします。

+tic（プラスチック）

一般社団法人スポーツタイムマシン

鈴木知悠と鈴木陽一郎の2人によって2013年に設
立した建築ユニット。静岡県浜松市を拠点に、設計と
施工を横断しながらプロジェクトベースに活動を展
開している。近作に岡崎市乙川での社会実験事業「殿
橋テラス River Port Village」 山口情報芸術センター
YCAMとのプロジェクト「コロガルあそびのひゃっ
かてん」など。

山口発のメディアアートプロジェクト「スポーツタ
イムマシン」(2013年、YCAM10周年記念事業 )の
存続をめざして、作家と市民らによる「スポーツタ
イムマシン保存会」が発足し、2024年に法人化。作
家で理事の犬飼博士と、同作のユーザーとして関わ
りはじめた代表理事の廣田祐也を中心に新作「ベ
ビータイムマシン」を制作。

生み出すとともに、新山口駅を起点とした周辺エリア
への回遊につなげます。
会場空間内には、静岡県浜松市を拠点に活動する建築
デザイン事務所+tic（プラスチック）が設計した不定
形な床面やオブジェクトを設置。利用者の子どもたち
が遊びを通じて自律的な学びを獲得できるように設
計がされており、親子で楽しむこともできるように配
慮されています。
また、コロガルべびべび内の取り組みとして、3Dカメ
ラで撮影できるメディア装置「ベビータイムマシン」
を新たに開発し、設置する予定です。YCAM 10周年記
念祭で生まれたアートプロジェクト「スポーツタイム
マシン」から派生した最新作で、一般社団法人スポー
ツタイムマシンが手がけています。


